
総務経済常任委員会活動レポート 

 

開催日時：令和６年１０月２８日(月) 

開催場所：１・２号委員会室 

 

総　務　部  

 

１．ふるさと応援制度推進事業について 

令和６年度上半期寄附金の申込状況について、申込サイト別、地域別、申し込み上位

返礼品及び令和７年 10 月 1 日より適用されるふるさと納税の指定基準見直しの内容に

ついて説明を受けました。  

【主な質疑】  

委員：旅先納税を活用していく考えはありますか？  

担当：旅先納税は、現地決済型のジャンルに属し、事業者より説明を受けたギフティは

手数料がかかるため、手数料がかからないふるさとチョイスが提供しているチョ

イスＰａｙの情報提供をいただき、最終的な調整段階となっています。導入のタ

イミングは未定ですが、事業者との兼ね合いなども含め、現在協議を進めていま

す。 

委員：高額返礼品（ウイスキー樽の権利）が加わった経緯は？  

担当：新規返礼品の開発過程で事業者より紹介を受け協議を重ねた結果、８月末リリ

ースとなりました。また、高額寄附を検討していた方にアプローチした結果、９

月の実績につなげることができました。 

委員：ウイスキー樽の個数は制限がありますか？  

担当：月毎の定数があると伺っています。 

 

経　済　部  

 

１．多文化共生推進事業について 

国際交流員（ＣＩＲ）２名の着任・活動状況について報告を受けました。  
【主な質疑】  
委員：在住外国人対象の「町内巡りバスツアー」の参加状況は？  

担当：日本語学校の生徒が４名、技能実習生や家族で 10 名の合計 14 名が参加し、みん

なかプロジェクトでのかぼちゃランタン作りやモアン山、裏摩周の見学などが

特に好評でした。  

委員：国際交流員の活動状況で、日本語学校の生徒との交流や生活支援をするような

活動がありますか？  



担当：生活支援や相談対応などを行っていて、技能実習生や特定技能外国人の他に、留

学生の相談対応も行っていく予定です。また、今後も周知を含め岩谷学園と連携

しながら、交流事業を行っていきます。  

 

２．外国人財誘致推進事業について 

令和６年５月 10 日に実施されたキルギス共和国の中標津ＰＲセミナー概要及び今後

予定されているインドネシア共和国のＰＲセミナーや関係者誘致事業内容の説明を受

けました。  
【主な質疑】  
委員：来年度、キルギスから日本語学校への入学希望者多数とありますが、卒業後は進

学する方が多く定住にはつながりません。町内に就業、定着につながる取り組み

はありますか？  

担当：現在はキルギス政府認定の就労送出し機関がありませんが、留学をきっかけに

就労向けの人材供給の可能性や、親日と農業が盛んな国情から就農等につなが

ることを期待します。  

 

建設水道部  

 

１．緑ヶ丘森林公園キャンプ場について 

緑ヶ丘森林公園キャンプ場リニューアル整備進捗状況の説明を受けました。  


